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症状を持つ子供に対する判断経路
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1小児におけるCOVID-19感染の可能性と一致する症状は次を含みます：100.4○F以上の発熱、新しい咳（通常とは異なる）、嘔吐、また
は新たに発症した下痢。子供の症状がCOVID-19感染症の疑いのあるものと一致しないものの懸念がある場合、医療従事者から診断を受
けることが推奨されます。
2COVID-19 診断ウイルス検査には、PCR などの核酸増幅検査、または迅速抗原検査 (市販のものや自宅で行える検査キットなど) が含ま
れます。 PCR 検査は COVID-19 を検出する最も正確な検査と考えられていますが、PCR 検査または迅速抗原検査のどちらを受けても構
いません

ワクチン接種の有無に関わらず、教育施設に入る 1 前に症状を持つ子供に対する判断経路
1子供が施設内で症状を出した場合、その子供を隔離場所（他の参加者から離れた場所、

理想的には屋外）に連れていき、下記に説明される判断経路に従いましょう。

子供が検査を受けない

スクリーニングで
COVID-191と疑われる
症状と一致する症状が
一つ以上ある子供が特

定される。

病気管理方針に従い、施設
は子供を帰宅させるかどう
かを決定する。子供の症状
によって施設のCOVID-19
安全プロトコルに従うこと
が困難な場合は、帰宅させ

る。

医療従事者のガイド
に従って子供は自宅

に留まる

スクリーニングで
COVID-19と一致しない
症状を持つ子供が特定

される。

解熱剤無しで24時間
発熱が治り、症状が
回復するまで子供は

自宅に留まる

子供は自宅隔離ガイ
ダンスに従う

医療従事者から
診察を受けていない、
または子供がCOVID-19
と一致する症状がある
と医療従事者に診断さ

れる。

子供にCOVID-19と一
致する症状がないと
医療従事者が診断す

る。
子供の

COVID-19ウ
イルス検査²
結果が陰性

子供の
COVID-19ウ
イルス検査²
結果が陽性

子供が
検査を受ける

子供を帰宅させる。さらに
詳しく診断することや

COVID-19検査の必要性に
ついて、医療従事者に相談
するよう保護者に伝える。
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http://publichealth.lacounty.gov/acd/ncorona2019/covidisolation/


症状を持つ従業員に対する判断経路
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ワクチン接種の有無に関わらず、教育施設に入る 1前に症状を持つ従業員に対する判断経路

1成人のCOVID-19である疑いがある症状は次を含みます：100.4○F以上の発熱（悪寒、発汗）、咳、息切れ、新しい味や匂いの損失、疲労、
鼻水や鼻づまり、筋肉痛や体の痛み、頭痛、のどの痛み、吐き気や嘔吐、下痢。このリストにない症状があり、懸念がある場合は医療従
事者による追加の診断が推奨されます。
2COVID-19 診断ウイルス検査には、PCR などの核酸増幅検査、または迅速抗原検査 (市販のものや自宅で行える検査キットなど) が含まれ
ます。 PCR 検査は COVID-19 を検出する最も正確な検査と考えられていますが、PCR 検査または迅速抗原検査のどちらを受けても構いま
せん。

1従業員が施設内で症状を出した場合、その従業員を隔離場所（他の参加者から離れた場
所、理想的には屋外）に連れていき、下記に説明される判断経路に従いましょう。

従業員の
COVID-19ウイ
ルス検査²結果

が陰性

従業員の
COVID-19ウイ
ルス診断検査²
結果が陽性

従業員が検
査を受ける

スクリーニングで
COVID-191と疑われる
症状と一致する症状が
一つ以上ある従業員が

特定される。

病気管理方針に従い、施設
はその従業員を帰宅させ
るかどうか決定する。そ
の従業員の症状によって
施設のCOVID-19安全プロ
トコルに従うことが困難
な場合は、帰宅させる。

従業員は医療従事者のガ
イダンスに従って自宅に

留まる

スクリーニングで
COVID-19と一致しな
い症状を持つ従業員
が特定される。

解熱剤無しで24時間発熱
が治り、症状が回復する
まで従業員は自宅に留ま

る。

従業員は自宅隔離ガイダ
ンスに従う

医療従事者から
診察をを受けていない、
または従業員がCOVID-
19と一致する症状があ
ると医療従事者に診断

される。

従業員にCOVID-19
と一致する症状が
ないと医療従事者
が診断する。

従業員が検査を受けない
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従業員を帰宅させ、さらに
詳しく診断することや

COVID-19検査の必要性につ
いて医療従事者に相談する

よう伝える。

http://publichealth.lacounty.gov/acd/ncorona2019/covidisolation/
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感染の可能性がある人の接触者（子供・学生、または従業員・スタッフ）に対
する判断経路



教育施設で感染した可能性のある人と接触した人に対する判断経路
感染の可能性のある人とは、COVID-19¹の疑いがある症状と一致する症状が一つ以上みられる人を意味します。 TK-12およびECE施設
における感染の可能性のある人の濃厚接触者とは、感染可能期間中にCOVID-19感染者と同じ屋内空間を共有した人、または6フィー
ト以内の距離で24時間以内に合計15分以上一緒にいた人を指します。 2

無症状の濃厚接触者は待機する必要はありませんが、以下が義務付けられます。

(1) 最終接触日から10日間、症状を監視する。
(2) 2歳以上の場合は、飲食する場合を除き、最終接触日から10日間、屋内で周囲

に他の人がいる場合は、保護機能の高いマスクを着用する。.*
(3) 最終接触日から3〜5日以内に、FDA承認のCOVID-19ウイルス検査（例：PCRま

たは自宅で行える検査キットを含む抗原検査）を行う. * *

*マスクを免除されている 2 歳以上の生徒/子供は、下部にドレープが付いたフェイス
シールドを着用するか、施設に留まるために3 ～ 5 日目に 1 回、6 ～ 9 日目に 1 回、検
査を受ける必要があります。 2歳未満のお子様はマスクを着用しないでください。
詳細は、TK-12 感染管理計画または ECE 感染管理計画を参照してください。

* *過去90日間にCOVID-19に感染した場合は、症状が出ない限り検査を行う必要はあり
ません。

教室または同規模の施設環境における濃厚接触者を特定するために 「24時間以内
に感染者から6フィート以内の距離に15分以上いた場合」という定義を適用する場
合、24時間以内に感染者と同じ屋内空間を15分以上共有した他のすべての人に、濃
厚接触者には該当しないが、潜在的な曝露があったこと、及び症状の監視、マスク
着用（2歳以上の場合）、および検査に関する上記のガイダンスに従うことが強く
推奨されることを通知する。

感染の可能性のある人
の接触者に

ウイルスへの曝露の可能性があっ
たと通知される。

ウイルスに晒されたことが確認3さ
れるまで、接触者は施設に留まる

ことが出来る。

接触者がCOVID-19に
曝露されたことを
施設が確認する

ワクチン未接種の接
触者がウイルスに曝
露されなかったと施
設が確認した、また
は曝露の確認ができ

ない場合
対処の必要無し。

1 子供と成人のCOVID-19の基準となる症状は異なります。子供向けの基準はスライド3、成人向けの基準はスライド5をご覧ください。
2 ECE、TK-12、およびIHE施設において濃厚接触者を特定する方法には、さまざまなアプローチがあります。 詳細については、施設に該
当する感染管理計画: ECE, TK-12, IHEを参照してください。
3感染した可能性のある子供がCOVID-19ウイルス感染症検査で陽性と診断された、または医療従事者からCOVID-19感染症と診断されたと
施設が通知を受けた場合、感染した可能性のある子供との濃厚接触者への曝露が確認されたことを意味します。
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http://publichealth.lacounty.gov/media/coronavirus/docs/protocols/ExposureManagementPlan_ECE.pdf
http://publichealth.lacounty.gov/media/coronavirus/docs/protocols/ExposureManagementPlan_K12Schools.pdf
http://publichealth.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/protocols/ExposureManagementPlan_HigherEd.pdf?utm_content=&utm_medium=email&utm_name=&utm_source=govdelivery&utm_term=

	保育・幼児教育センターと幼稚園・小中高等学校での症状に　関する判断経路��ロサンゼルス郡公衆衛生局�更新: 8/15/2022
	症状を持つ子供に対する判断経路��
	Slide Number 3
	症状を持つ従業員に対する判断経路�
	Slide Number 5
	Slide Number 6
	Slide Number 7

